
・

・

・

・

・

・

保証については別冊のメンテナンスノートに記載していますので、本
書とあわせてお読みください。
セニアカーをおゆずりになるときは、次に所有される方のために、本
書とメンテナンスノートをセニアカーにつけてお渡しください。
購入店またはスズキ代理店で取り付けられた装備品などについては、
装備品に添付されている取扱説明書をお読みください。
装備品の装着などにより、法令で定める電動車いすの最大寸法（全
長1,200 ㎜、全幅700 ㎜、全高1,200 ㎜）を超えた状態で公道を
走行する場合は、所轄の警察署へ申請をして署長の確認が必要です。
詳しくは購入店またはスズキ代理店にご相談ください。
仕様などの変更により、本書の内容とセニアカーが一致しない場合
があります。あらかじめご了承ください。
ご不明な点は、担当セールススタッフにおたずねください。

・

・

・

このたびは、スズキ  セニアカー  を
お買い求めいただき、ありがとうございます。

ご使用の前にご本人さまおよび介助の方は、必ずこの取扱説明書
をお読みください｡ セニアカーの取扱いを誤ると、事故や故障の原
因となります。本書をよくお読みいただいて､いつまでも安全・快適
にご使用ください。

本書は、セニアカーの取扱い､装備の説明､万一のときの処置などに
ついて説明しています。
「必読！安全運転のために」は､とくに重要な項目です。しっかりお読
みください。
本書では、次の記号を使用しています。
      　　　、　　         は、とくにしっかりお読みください。

、 、

取扱いを誤ると、死亡または重大な傷害につながるおそ
れがある内容です。

取扱いを誤ると、傷害につながるおそれがある内容です。

取扱いを誤ると、物的損害につながるおそれがある内容
です。

セニアカーのために守っていただきたいこと､また知ってお
くと便利な内容です。
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必読！安全運転のために

取扱いの方法

運転のしかた

充電のしかた

点検・整備

保管・運搬

サービスデータ

困ったときは
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ET4D

93G90001

必読！安全運転のために

各部の名称

操作ボックス
（26ページ）

バスケット
（8ページ）

バックサポート

アーム
サポート

バッテリー
（69ページ）

レッグシールド

ヘッドライト

左バックミラー
（30ページ）

右バックミラー
（30ページ）

シート
（36ページ）

持ち上げハンドル
（76ページ）

前方点滅LEDランプ

持ち上げハンドル
（76ページ）

反射板
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93G90002

バッテリー残量表示灯（赤、33ページ）
距離計リセットスイッチ（29ページ）

最高速度設定ノブ
（27ページ）

充電中表示灯
（赤、32ページ）
充電完了表示灯
（緑、32ページ）

操舵ハンドル

前後進切替えスイッチ
（27ページ）

ブレーキレバー
（駐車ブレーキ、35ページ）

音声案内スイッチ
（29ページ）

アクセルレバー
（28ページ）

アクセルレバー
（28ページ）

電源スイッチ
（26ページ）

警報音スイッチ
（30ページ）

左ウインカースイッチ
（28ページ）

右ウインカースイッチ
（28ページ）

リッド
（51ページ）

反射板

買い物フック
（8ページ）

リヤウインカーランプ
（ポジションランプ兼用）

後方点滅LEDランプ

クラッチハンドル
（24ページ）

取扱説明書・
メンテナンスノート入れ
（45ページ） 持ち上げハンドル

（76ページ）
反射板
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ET4E

93G90003

操作ボックス
（26ページ）

バスケット
（8ページ）

バックサポート

アームサポート

シート
（36ページ）

バッテリー
（69ページ）

ヘッドライト

持ち上げハンドル
（76ページ）

持ち上げハンドル
（76ページ）

反射板

左バックミラー
（30ページ）
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93G90004

バッテリー残量表示灯（赤、33ページ）最高速度設定ノブ
（27ページ）

充電中表示灯
（赤、32ページ）

操舵ハンドル

前後進切替えスイッチ（27ページ）

ブレーキレバー
（駐車ブレーキ、35ページ）

アクセルレバー
（28ページ）

電源スイッチ
（26ページ）

警報音スイッチ
（30ページ）
左ウインカースイッチ
（28ページ）

右ウインカースイッチ
（28ページ）

アクセルレバー
（28ページ）

音声案内スイッチ
（29ページ）

反射板

ウインカーランプ
（ポジションランプ兼用）

買い物フック
（8ページ）

反射板

取扱説明書・
メンテナンス
ノート入れ
（45ページ）

持ち上げハンドル
（76ページ）

クラッチハンドル
（24ページ）

充電完了表示灯
（緑、32ページ）

反射板
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注意事項を守り、安全な運転を心が
けてください。

セニアカーは歩行者

93G001

93G81001

•セニアカーは、道路交通法では
「歩行者」として扱われ、運転免
許は必要ありません。「歩行者」と
して交通ルールやマナーを守っ
てください。

•歩道や横断歩道を通り、歩道のな
いところは右側通行してくださ
い。横断歩道では、一時停止して
安全を確認してください。

•歩道が途切れた所や、通行できな
いためやむを得ず車道に出ると
きは、車や段差に十分注意してく
ださい｡

•斜め横断はしないでください。
渡り切るのにより時間がかかる
ため、他の交通のさまたげになる
ことがあります。

•混雑している場所は避けるよう
にしてください｡

運転の前に •次のようなときは運転しないで
ください。
・飲酒後
・眠気をもよおす薬の服用時
・持病などで運転に不安のある
とき
・疲労時や体調がすぐれないとき

•歩行者用標識や信号を守ってく
ださい。
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十分な練習を

93G90019

セニアカーは1人乗り

•走行または取扱いに慣れるまで
は、公園などの安全な広い場所で
練習し、発進、停止、旋回、後進
などの感覚を覚えてください。

•練習開始の際は、最高速度設定ノ
ブを「1（低速）」（最高速度：約1
km/h）にしてください｡
→　27ページ

（最高速度設定ノブ）
→　48ページ

（走行速度について）

•はじめて道路に出るときは、介助
者と一緒に、安全を確かめながら
走行してください。

93G90020

セニアカーは１人乗りです。２人
乗り（子供・ペット類も含む）は
しないでください。

93G90021

セニアカーは、お体の不自由な方
の移動手段です。遊具として使用
するなど、本来の目的以外には使
用しないでください。
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荷物の積載

使用者最大体重（積載物を含む）：
100 kg

日常点検を確実に

93G90023

•日常点検は使用状態から判断した
適切な時期に実施してください。
→　54ページ（日常点検）

•安全にご使用いただくため、必ず
定期点検（有料）を受けてください。
→　60ページ（定期点検）

•バスケットに荷物を積載すると
きは、バスケットのカバーを取り
外さないでください。バスケット
の上方に荷物がはみ出ると、ハン
ドル操作を妨げ、思わぬ事故につ
ながるおそれがあります。

•バスケットに積載した荷物が垂
れ下がった状態で走行すると、車
輪に巻き込まれるおそれがあり
ます。

荷物のけん引はしないでくださ
い。セニアカーに無理な力がか
かって損傷するおそれがあるだけ
でなく、思わぬ事故につながるお
それがあります。

93G90022

•使用者最大体重（積載物を含む）
を超えて使用しないでください。
故障や破損の原因となります。

•バスケットおよび買い物フック
への積載限度は次のとおりです。
積載限度を超えて使用しないで
ください。
・バスケット：ET4D：5 kg

ET4E：3 kg
・買い物フック：1.5 kg
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正しい運転姿勢とバック
ミラーの調整

シートに正しい姿勢で座り、左右の
アームサポートを下ろして、後方確認
のためにバックミラーを調整してく
ださい。

93G90024

なお、バックミラーでも見えない場
所があるので、走り出す前には必ず
後ろを振り返って後方確認してくだ
さい。

93G10170

運転時の注意
運転の際は、積載物や衣類などが
車輪に巻き込まれないよう注意し
てください。思わぬ事故につなが
るおそれがあります。また、シー
トに深く腰をかけて正しい姿勢で
座り、走行中や停車中に立ち上
がったり、身体をはみ出したりし
ないでください。バランスを崩
し、転倒するおそれがあります。

93G90025

93G90026
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携帯電話などの使用について
•走行中や停車中にフロア上に立
ち上がらないでください。立ち上
がった際にシートが外れ、破損の
原因となるおそれがあります。

•フェンダー部に足を置かないで
ください。フェンダー部が破損す
るおそれがあります。

93G90027

走行中は、携帯電話やスマート
フォンなどを使用しないでくださ
い。使用するときは安全な場所に
停止し、セニアカーの電源スイッ
チを「切」にしてください。
また、イヤフォンやヘッドフォン
などを装着し、周囲の音が聞き取
りづらい状況で走行しないでくだ
さい。思わぬ事故につながるおそ
れがあります。

93G90028

電子電気機器の電源をセニアカー
のバッテリーからとらないでくだ
さい。バッテリー早期劣化の原因
となります。
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次の運転は避けて

•次のような場所や状況では、接触
や衝突、転倒のおそれがありま
す。運転を避けるか、介助者に同
行してもらうなどして、十分な安
全確認や脱輪予防をしてくださ
い。
・幅の広い道路の横断歩道
・防護柵のない側溝や路肩付近

93G90029

•脱輪などで動けなくなった場合に
は、自力で脱出しようとせず、周
囲にいる人の助けを借りてくださ
い。無理に脱出しようとすると、
事故や故障の原因となります。
→　24ページ（クラッチ操作）
→　76ページ

（持ち上げによる運搬）

•次のような場所や状況下での走
行は避けてください。転倒や故障
の原因となります。
・急な坂道
・大きな溝や段差
・ぬかるみや雪道、凍結路面や
深い砂利道などの悪路
・下り坂での後進や中高速走行
・急な傾斜面の横断
・夜間走行
・降雨や濃霧、強風等の悪天候時

93G90030

•事故や災害などで冠水路を走行し
たり、セニアカーを水没させたり
したときは、火災または故障のお
それがありますので、ただちに使
用を中止してスズキサービス工場
で点検（有料）を受けてください。
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使用者最大体重（積載物を含む）：
100 kg

交通機関や施設を利用すると
きは

事前に交通機関や施設の事業者に、セ
ニアカーの乗り入れ可否を確認して
ください。

•蛇行運転、急旋回、急発進、急制
動は避けてください。

93G90031

•次のような場所や状況では、でき
るだけ運転を避けてください。や
むを得ず運転する場合は、十分な
安全確認や脱輪予防をしてくだ
さい。
・混雑している場所
・交通量の多い道路
・狭い道

93G90032

•電車などの乗り物に乗るときは、
駅やバスの係員に声をかけるな
どをして安全確認や脱輪予防を
してください。

使用者最大体重（積載物を含む）
を超えて使用しないでください。
故障や破損の原因となります。
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踏切を横断するときは
0

•踏切内で動かなくなったときに
は、介助者や近くの人の協力を得
て、移動してください。
→　24ページ（クラッチ操作）
→　76ページ

（持ち上げによる運搬）

•万一、踏切内から脱出が困難な場
合には、介助者や近くの人の協力
を得て、非常ボタンを押してもら
うとともに、直ちに踏切内から脱
出してください。

踏切内で立ち往生してしまうおそ
れがあるため、踏切の横断はでき
るだけ避けてください。やむを得
ず踏切を渡る場合は、次のことに
気を付けてください。
•踏切を横断する前に、バッテリー
の残量が十分か確認してくださ
い。

•できるだけ介助者に同行しても
らってください。

•踏切の手前で一時停止して安全
を確認してください。

•横断に時間のかかる走行距離が
長い踏切は迂回してください。横
断の途中で遮断機が降り始めた
場合、渡りきれない可能性があり
ます。

•警報機が鳴り始めているときや
遮断機が降り始めているときに
は、踏切内に入らないでくださ
い。

•線路の溝にはまらないよう線路
に対して直角に横断してくださ
い。

•脱輪のおそれがあるため、踏切の
端は通行しないでください。

•立ち往生してしまったら、周囲の
人に大声で助けを求めてくださ
い。

93G90033

踏切内では、対向する人や自転車
などに自分の存在を示すために、
警報音（ホーン）を活用しましょ
う。
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エスカレーターの使用禁止

急な坂道、大きな段差や溝は
避けて

エスカレーターの使用や階段の上
り下りはしないでください。転倒
のおそれがあります。

93G90047

•10 ° を超える急な坂道での走行は
避けてください。転倒などの事故
の原因となります。安全に走行で
きる最大角度は登坂、降坂ともに
10 °が目安です。

93G90034

93G90035

•5°を超える急な傾斜面の横断は、
避けてください。横転のおそれが
あります。安全に走行できる最大
角度は5 °が目安です。

•傾斜面を横断するときは、身体を
斜面の山側（または上側）に傾け
てバランスを取ってください。

93G90036

•登降坂、傾斜限界を超えると、傾
斜表示灯が点灯します。さらに急
な登降坂、傾斜地を走行すると警
告ブザーや音声案内があり、バッ
テリー残量表示灯などが点滅し
ます。ただちに走行を中断して引
き返してください。
なお引き返す際は転倒のおそれ
がありますので、周囲の安全を確
かめてから低速で慎重に方向転
換してください。
→　39ページ（急登坂警告）
→　39ページ（急斜面警告）
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犬などのペットを引いて走行
しない

•坂道を後ろ向きで降りると、転倒
のおそれがあります。必ず前向き
になって降りてください。

•坂道は、上り下りとも前進で真っ
直ぐゆっくりと走行してくださ
い。

•段差や溝を通過するときは、段差
や溝に対して直角に前進走行し
てください。通過できる段差は
7.5 cm、また通過できる溝の幅
は10 cmが目安です。

93G90037

93G90038

•下り坂では、最高速度設定ノブを
「1～2の位置（約1～2km/h）」
にして前進で慎重に降りてくだ
さい。

•介助者が同行していても、坂道で
停止したままにしないでくださ
い。

7.5 cm

10 cm

坂道や傾斜地を走行すると、次の
ような角度でディスプレイの傾斜
表示灯が点灯します。
•登坂、降坂10 °以上の坂道
•左右5 °以上の傾斜地
→　31ページ（ディスプレイ）

犬などのペットを引くなどして走
行すると、バランスを崩して転
倒・転落など思わぬ事故の原因と
なりますので、必ず次のことをお
守りください。
•リードを手で持ったり、セニア
カーに結んだりして走行しない

•バスケットに入れたり、ひざや足
元に乗せたりして走行しない

•抱きかかえて走行しない

93G90039
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植え込み型心臓ペースメーカーなどをご使用の方へ

•植え込み型心臓ペースメーカーおよび徐細動機能なし植え込み型両心室
ペーシングパルスジェネレーターを装着されている方は、充電時には充電
器や充電コード（次の図参照）に植え込み部位を近づけず離してください。
充電により、これらの機器の作動に影響をおよぼすおそれがあります。

•植え込み型心臓ペースメーカーおよび徐細動機能なし植え込み型両心室
ペーシングパルスジェネレーター以外の医療用電気機器を装着されている
方は、医師や医療用電気機器製造業者などに充電による影響の有無を確認
のうえ充電を行なってください。充電により、医療用電気機器の作動に影
響をおよぼすおそれがあります。

•詳しくは、購入店またはスズキ代理店にお問い合わせください。

93G90058 93G90059
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バッテリー

修理、改造

ご自身でセニアカーを改造しないで
ください。修理や改造が必要な場合
は、購入店またはスズキ代理店にご
相談ください。不適切な修理や改造
をした場合は、保証が得られないこ
とがあります。

純正部品

部品交換時は、スズキ純正部品を使
用してください。

環境保護、リサイクル

環境保護および限りある資源を守る
ため、セニアカーやバッテリーをむ
やみに捨てないでください。
•セニアカーが不要となった場合は、
購入店またはスズキ代理店にご相
談ください。

•使えなくなったバッテリーはリサ
イクル（回収・再資源化）のため、
購入店またはスズキ代理店にお渡
しください。セニアカーのバッテ
リーには、限りある資源が使われ
ています。

•バッテリーの周囲温度が－10 ℃
以下の低温、40 ℃以上の高温で
は、走行や保管をしないでくださ
い。バッテリーが凍結したり過熱
したりして、早期劣化の原因とな
ります。

•バッテリーの周囲温度が0 ℃以下
の低温、30 ℃以上の高温では充電
しないでください。破損や変形、早
期劣化の原因となります。

不適切な修理や改造は、安全性を
低下させ、事故や故障の原因とな
ります。

使用上の注意

部品の交換は、購入店またはスズ
キ代理店にご相談ください。
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•取扱上の重要な事項を記載したラベルがセニアカーに貼ってあります。ご使
用の前に、必ずお読みください。

•ラベルを汚したり、はがしたりしないでください。
•車台番号、JISマーク、TSマーク、性能評価のラベルは81ページ参照を参照
してください。

ラベル
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ET4D

93G90008

警　告
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93G90005

警　告

100kg

5kg

警　告

警　告

警　告
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ET4E

93G90009

警　告

警　告

100kg
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93G90010

警　告

警　告
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•故障や異常のあるときは、使用しないでください。事故の原因となります。
•バックサポートやアームサポートに物を引っ掛けないでください。セニア
カーが不安定になり、転倒事故の原因となります。

•バックしながら急停止しないでください。転倒事故の原因となります。

セニアカーが身体に合わない場合は、使用しないでください。健康をそこな
うおそれがありますので、医師に相談してください。

火気の近くに置かないでください。熱による破損や故障の原因となります。

その他の留意事項
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モーター駆動を使わずに、手押しで
セニアカーを動かすときに使用しま
す。
•クラッチハンドルを「手押し」位置
にする場合は、平坦路で駐車ブレー
キをかけた状態で行なってくださ
い。

93G90052

取扱いの方法

クラッチ操作
坂道では、ご自身や介助者が、ク
ラッチハンドルを「手押し」位置
にしたまま使用しないでくださ
い。クラッチハンドルから手をは
なすと急停止し転倒するおそれ
や、手をはなしても電磁ブレーキ
が効かず衝突・転倒などの重大な
事故につながるおそれがありま
す。

93G90050

93G90051
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クラッチハンドルの操作のし
かた

平らな場所で駐車ブレーキをか
けます。

→　36ページ（駐車ブレーキ）

93G90053

クラッチハンドルを握って「手
押し」位置にします。

93G90054

駐車ブレーキを解除します。

手押しでセニアカーを動かしま
す。動かし終わったら、クラッ
チハンドルから手をはなして
「走行」位置にします。

93G90055

平らな場所で駐車ブレーキをか
けます。

→　36ページ（駐車ブレーキ）

1

2

3

ハンドル
位置 セニアカーの状態

手押し

手押しで動かせます。
モーター駆動による走行
はできません。
電磁ブレーキは効きませ
ん。

走行
モーター駆動による走行
ができます。手押しでは
動かせません。

クラッチハンドルが「手押し」位
置のままでは、アクセルレバーを
操作しても警告ブザーや音声案内
とともに、バッテリー残量表示灯
などが点滅し走行できません。
→　42ページ
（クラッチハンドル位置警告）

4

5
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電源スイッチ

キーを差し込み回転させると、電源
およびライト（ランプ）の「切」－
「入」（OFF-ON）ができます。

•安全およびバッテリー保護のため、
電源スイッチを「入」または「 」
にした状態で放置しないでくださ
い。３分ごとに警告ブザーや音声
案内などがあります。
→　37ページ

（警告ブザー・音声案内）

93G20010

•電源スイッチを「切」から「入」に
すると、次のような作動をします。
・通常は全表示灯およびディスプ
レイが点灯し、そのあとバッテ
リー残量と走行距離計（トリッ
プメーター、ET4D に装備）を
表示します。
・定期点検お知らせアラームが作
動したときは、警告ブザーや音
声案内とともに、バッテリー残
量表示灯などが点滅します。
→　31ページ

（メーターの見かた）
→　60ページ（定期点検お知ら
せアラーム）

93G20021

スイッチ
位置 セニアカーの状態

切 走行できません。キーを
抜くことができます。

入 走行できます。
走行できます。ヘッドラ
イトおよびポジションラ
ンプが点灯します。

スイッチ、ノブ、レバーの
使いかた

•セニアカーにはキーが3本ついて
います。2本はスペアキーとして
セニアカー以外の場所に、大切に
保管してください。

•ET4Dの場合、電源スイッチを
「入」または「 」にすると、前
方点滅LEDランプとバックサポー
ト背面の後方点滅LEDランプが点
滅します。
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最高速度設定ノブ

前進の最高速度を約1～６ km/hの任
意の速度に設定できます。
•後進時の最高速度は、最高速度設
定ノブの位置（1～6）に応じて約
1～ 2 km/h に設定されています。
（ノブの位置が1の場合は約1 km/
h、ノブの位置が6の場合は約2 km/
hに設定されています）
→　48ページ（走行速度について）

93G80004

前後進切替えスイッチ

前後に操作すると、前進・後進の切
替えができます。

93G80005

スイッチ
位置 セニアカーの状態

前 前進走行ができます。

後

後進走行ができます。
警告ブザーや音声案内な
どがあります。
→　37 ページ（警告ブ
ザー・音声案内）

•後進するときは、警告ブザーが断
続的に鳴っているのを確認してか
ら、アクセルレバーを操作してく
ださい。

•走行中に前後進切替えスイッチを
操作すると、セニアカーが停止し
ます。走行を続けるときは、一度
アクセルレバーをもどしてから、
再度アクセルレバーを操作しま
す。
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アクセルレバー

•走行するときは、アクセルレバー
を押し下げます。

•レバーの押し加減で速度を調節し
ます。

•レバーを完全にもどすと、自動的
に停止して電磁ブレーキがかかり
ます。
→　35ページ（電磁ブレーキ）

93G90011

•上図は代表例です。セニアカーの
タイプにより異なります。

■握り込み緊急停止機能
アクセルレバーを強く握ると、警告
ブザーと同時に緊急停止し、音声案
内とともに、バッテリー残量表示灯
などが点滅します。
•一度アクセルレバーをもどすと、再
び走行できるようになります。
→　37ページ

（警告ブザー・音声案内）

ウインカースイッチ

曲がり角を曲がるときや進行方向を
変えるときなどは、左右いずれかの
ウインカーランプを点滅させ、進み
たい方向を表示します。
•押すと、押した側のウインカーラ
ンプおよびメーター内のウイン
カー表示灯が点滅し、同時に警告
ブザーや音声案内などがあります。

•もう一度押すと、解除されます。
→　37ページ

（警告ブザー・音声案内）

止まっているときはアクセルレ
バーに触れないでください。意図
せず動き出すおそれがあります。

アクセルレバーを押し下げたまま
電源スイッチを「入」にしたり、
電源スイッチを「入」にした瞬間
にアクセルレバーを押し下げたり
すると、警告ブザーや音声案内と
ともに、バッテリー残量表示灯な
どが点灯し発進できません。発進
するときは、一度アクセルレバー
をもどしてから、アクセルレバー
をゆっくりと押し下げます。

アクセルレバー 緊急時以外は使用しないでくださ
い。
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93G80007

音声案内スイッチ

音声案内有無の切替えができます。
•電源スイッチを「入」または「 」
にした状態で、音声案内スイッチ
を長押ししてください。ブザー音
のあとに、「音声案内をはじめま
す。」または、「音声案内を終わりま
す。」の案内があります。

•音声案内の音量を 3 段階で調整す
ることができます。電源スイッチ
を「入」または「 」にした状態
で、音声案内スイッチを短押しし
てください。音量が3段階（最小、
標準、最大）で調整することが出来
ます。

•音声案内の設定は電源スイッチの
操作に関わらず、設定したままの
状態です。

•音声案内スイッチを「切」にした場
合でも、音声案内される項目があ
ります。
→　86ページ（音声案内一覧）

93G80008

距離計リセットスイッチ

走行距離計（トリップメーター）の
数値をリセットするときに使用しま
す。
•電源スイッチを「入」または「 」
にした状態で、距離計リセットス
イッチを長押ししてください。ディ
スプレイに表示されている数値が
点滅し、ブザー音と同時に「0.0」
km表示になります。

スイッチを押す際には、スイッチ
中央部を確実に押してください。
スイッチ端を押しても反応しない
場合があります。

スイッチを押す際には、スイッチ
中央部を確実に押してください。
スイッチ端を押しても反応しない
場合があります。

ET4D
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93G80009

警報音スイッチ

歩行者などに自分の存在を示すとき
に使用します。
•押すと警報音（ホーン）が鳴ります。

93G80010

ミラー全体を動かして角度を調節し
ます。

93G90006

•上図は代表例です。セニアカーの
タイプにより異なります。

スイッチを押す際には、スイッチ
中央部を確実に押してください。
スイッチ端を押しても反応しない
場合があります。

•警報音（ホーン）は必要なとき以
外に鳴らさないでください。

•スイッチを押す際には、スイッチ
中央部を確実に押してください。
スイッチ端を押しても反応しない
場合があります。

必ず走行前に調節してください。
走行中の調節は、前方不注意の原
因となります。

バックミラー
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ディスプレイ

電源スイッチを「入」または「 」にすると、充電案内表示灯、定期点検表
示灯、傾斜表示灯および走行距離計（トリップメーター、ET4D に装備）に
「88.8」kmの表示が点灯します。そのあと、走行距離の数値のみ点灯して、そ
のほかの表示は消灯します。
•充電案内表示灯はバッテリー残量表示灯が2灯になると点滅し、1灯になると
点灯します。

•走行距離計（トリップメーター、ET4Dに装備）は走行距離を表示します。
•定期点検表示灯は定期点検時期になると点滅します。
•傾斜表示灯は登坂10 °以上、降坂10 °以上の坂道や左右５ °以上の傾斜地で電源
スイッチを「入」にしたときに点灯します。

93G20110

•走行距離計（トリップメーター）は、99.9 km表示の次は00.0 kmになりま
す。

メーターの見かた
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充電中表示灯（赤）

バッテリーの充電中に点灯します。
→　50ページ（充電のしかた）

93G80011

充電完了表示灯（緑）

充電が完了すると、充電中表示灯は消灯し、充電完了表示灯が点灯します。
•電源プラグをコンセントから抜くと、充電完了表示灯は消灯します。

93G80012
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バッテリー残量表示灯（赤）

電源スイッチを「入」または「 」にすると、4灯すべてが点灯し、そのあと
バッテリー残量を表示します。

93G80013
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バッテリー残量表示灯が１灯のみ点
灯（  ）した状態で運転を
続けると、5分ごとに音声案内があり
ます。
さらに走行を続けると1灯点灯から1
灯点滅に変わり、約 1 分後に停止し
ます。
→　40ページ（バッテリー残量警告）

上記のように停止したときは、電
動での走行は中止し、周囲の人の
助けを借りてください。一旦電源
スイッチを「切」にして再度「入」
にすると、さらに約1分間走行でき
ますが、走行不安定となって思わ
ぬ事故につながるおそれがありま
す。緊急時以外は行なわないでく
ださい。また、バッテリーを著し
く劣化させる原因となります。

•バッテリー残量表示灯が4灯すべ
て点灯しているときは、なるべく
充電しないでください。３灯また
は２灯の状態で充電するのが上手
な使いかたです。

•充電直後やバッテリーを接続した
あとは、2～3分走行してからバッ
テリー残量を確認してください。

•坂道では、バッテリー残量表示灯
が変化する場合がありますが異常
ではありません。

•冬期はバッテリーの働きが弱くな
るため、バッテリー残量の減少が
早くなる傾向があります。

•電源スイッチを「切」から「入」
または「 」にした直後に、4灯
すべてが点灯しない場合は故障が
考えられます。購入店またはスズ
キ代理店にご相談ください。

•バッテリーは正しく使用していて
も月日が経つと徐々に性能が低下
していくため、新品時に比べ走行
距離は短くなっていきます。

•同じような使いかたをしていて
も、バッテリー残量の減少が早く
なってきたり、走行できる距離が
次第に短くなってきたりしたとき
は（目安は走行距離がバッテリー
新品時の半分程度）バッテリー交
換の時期です。購入店またはスズ
キ代理店にご相談のうえ、早めに
指定のバッテリーに交換してくだ
さい。そのまま使用すると、急激
に走行距離が短くなる場合があり
ます。

•登坂走行や、段差乗り越えなどの
多いところでの走行は、平地に比
べてバッテリーの消費電力が増え
るため、走行距離は短くなります。
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電磁ブレーキ

アクセルレバーを完全にもどすと、
自動的に停止して電磁ブレーキがか
かります。

93G90011

•上図は代表例です。セニアカーの
タイプにより異なります。

握り込み緊急停止機能

→　28ページ（アクセルレバー）

手動ブレーキ
（駐車ブレーキ兼用）

ブレーキレバーを手前に引くと、後
輪のブレーキがかかります。
•手押しで動かしているときや、緊
急時に使用してください。

93G90012

•上図は代表例です。セニアカーの
タイプにより異なります。

電磁ブレーキは、アクセルレバー
をもどした状態において、セニア
カーを停止させておくものです。
電源スイッチが「切」の状態でも
電磁ブレーキはかかっています。

ブレーキ

アクセルレバー

モーター駆動による走行中は、手
動ブレーキを緊急時以外に使用し
ないでください。

ブレーキレバー
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駐車ブレーキ
（手動ブレーキ兼用）

ブレーキレバーを手前に引きながら
ブレーキストッパーを押すと､後輪
のブレーキをかけておくことができ
ます。

93G90013

•上図は代表例です。セニアカーの
タイプにより異なります。

•解除するときは、ブレーキレバー
を手前に引いてください。ブレー
キストッパーが自動的に解除され
ます。ブレーキストッパーが解除
されたことを確認してから走行し
てください。

前後位置の調節

シートの位置を前後に調節できます。

駐車ブレーキがかかった状態で
は、アクセルレバーを操作しても
警告ブザーや音声案内とともに、
バッテリー残量表示灯などが点滅
し走行できません。
→　42ページ（駐車ブレーキ警告）

ブレーキ
ストッパー

ブレーキ
レバー

調節するときは、購入店またはス
ズキ代理店にご相談ください。

シート
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セニアカーには警告機能があり、次のような場合には警告ブザーや音声案内な
どがあります。
•音声案内スイッチを「切」にした場合でも、音声案内される項目があります。
→　86ページ（音声案内一覧）

•音声案内スイッチが「切」のときや音声案内装置が故障したときは、音声案
内スイッチが「入」のときの警告ブザー音パターンと異なることがあります。

定期点検時期になったとき

定期点検時期になると電源スイッチを「入」または「 」にしたときに、次
の警告ブザーや音声案内などがあります。

後進時

※1 音声案内スイッチが「入」のときに音声案内があります。

ディスプレイ
の表示 警告ブザー音 音声案内

（※1） 警告の意味、処置方法

（点滅）

定期点検を受
けてください。

定期点検実施時期のお知らせ
です。
→購入店またはスズキ代理店
で定期点検（有料）を受け
てください。

スイッチの
位置 警告ブザー音 音声案内

（※1） 警告の意味、処置方法

バックします。

アクセルレバーを操作すると、
後進します。
→後方の安全を確認しながら
後進してください。

警告ブザー・音声案内
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ウインカースイッチを押したとき

※1 音声案内スイッチが「入」のときに音声案内があります。

電源スイッチを切り忘れたとき

電源スイッチを「入」または「 」にした状態で、次のレバーまたはスイッ
チを操作しないと、3分ごとに音声案内があります。
•アクセルレバー
•ウインカースイッチ
•警報音スイッチ
•音声案内スイッチ
•距離計リセットスイッチ（ET4Dのみ）

※2 音声案内スイッチが「入」または「切」に関わらず、音声案内があります。

スイッチ 警告ブザー音 音声案内
（※1） 警告の意味、処置方法

右（または左）
に曲がります。

ウインカーが作動しています。
→右左折などが終了しても自
動で解除されないときは、
もう 1 度スイッチを押して
作動を止めてください。

スイッチの
位置 警告ブザー音 音声案内

（※2） 警告の意味、処置方法

無音
電源スイッチ
が入っていま
す。

電源スイッチが「入」または
「 」になっています。
→安全およびバッテリー保護
のため、電源スイッチを
「切」にしてください。
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走行時

次のような場合には、警告ブザーや音声案内とともに、バッテリー残量表示灯
などが点滅します。

93G80013

※1 音声案内スイッチが「入」のときに音声案内があります。
※2 音声案内スイッチが「入」または「切」に関わらず、音声案内があります。

バッテリー
残量表示灯 警告ブザー音 音声案内 警告の意味、処置方法

点滅

異常が発生し
ました。点検を
受けてくださ
い。
（※2）

【機器故障警告】
セニアカーが故障しています。
→修理が必要です。走行を中止し
て購入店またはスズキ代理店
に連絡してください。

点滅
車に負担がか
かっています。
（※1）

【急登坂警告】
登坂限界を超える急な坂を走行し
ています。
→走行を中止して引き返してく
ださい。ゆるやかな坂や平坦路
にもどれば、警告ブザーや音声
案内などは止まります。

点滅 急な坂道です。
（※1）

【急斜面警告】
前後および左右方向において、
限界を超える斜面を走行してい
ます。
→走行を中止して引き返してく
ださい。ゆるやかな坂や平坦路
にもどれば、警告ブザーや音声
案内などは止まります。
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※1 音声案内スイッチが「入」のときに音声案内があります。

バッテリー
残量表示灯 警告ブザー音 音声案内 警告の意味、処置方法

点滅

車に負担がか
かっています。
安全な場所で
しばらく休ま
せてください。
（※1）

【過熱警告】
メインコントローラの内部温度
が上昇しています。
→安全な場所へ移動して電源ス
イッチを「切」にし、５分以上停
車してから走行してください。
警告後も走行し続けると、警告
ブザーのパターンがかわり、セ
ニアカーが停止します。
→電源スイッチを「切」にし、安
全な場所で５分以上停車して
から走行してください。

点滅

車に負担がか
かっています。
無理な走行は
やめてくださ
い。
（※1）

【過負荷警告】
モーターへの負荷が大きいことを
示しています。車輪が溝にはまっ
たり、障害物に突き当たったりし
ていることが考えられます。
→周囲の人の助けを借りてくだ
さい。

2灯点灯時

バッテリーが
少なくなりま
した。充電して
ください。
（※1）

【バッテリー残量警告】
バッテリー残量が半分以下に
なっています。
→バッテリーを充電してくださ
い。

1灯点灯

バッテリーが
少なくなりま
した。充電して
ください。
（※1）

【バッテリー残量警告】
バッテリー残量が少なくなって
います。（5分ごとに繰り返し）
→バッテリーを充電してくださ
い。
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※1 音声案内スイッチが「入」のときに音声案内があります。
※2 音声案内スイッチが「入」または「切」に関わらず、音声案内があります。

バッテリー
残量表示灯 警告ブザー音 音声案内 警告の意味、処置方法

1灯点滅

バッテリーが
なくなりまし
た。まもなく停
止します。
（※1）

【バッテリー残量警告】
バッテリー残量が非常に少なく
なっています。（さらに走行を
続けると、約1分後に停止）
→ただちにバッテリーを充電して
ください。
警告後も走行し続けると、警告
ブザーのパターンがかわり、セ
ニアカーが停止します。

バッテリーが
なくなりまし
た。充電してく
ださい。
（※1）

→電源スイッチを「切」にして再
度「入」にすると、約１分間の
走行が可能となります。安全な
場所へ移動し、ただちにバッテ
リーを充電してください。

•バッテリー残量表示灯が残り１
灯のみ点灯するようになった
ら、できるだけ早くバッテリー
を充電してください。

1灯点滅

異常が発生し
ました。点検を
受けてくださ
い。
（※2）

【電磁波障害警告】
電磁波の影響を受けたおそれが
あります。
→電源スイッチを「切」にして再
度「入」にすると、走行が可能
となります。
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※1 音声案内スイッチが「入」のときに音声案内があります。
※2 音声案内スイッチが「入」または「切」に関わらず、音声案内があります。

バッテリー
残量表示灯 警告ブザー音 音声案内 警告の意味、処置方法

点滅

握り込み緊急
停止をしまし
た。アクセル操
作をやりなお
してください。
（※1）

【握り込み緊急停止機能】
アクセルレバーを強く握り込んだ
ため、安全機能が作動しました。
→アクセルレバーをもどすと、再
び走行できるようになります。

点滅

駐車ブレーキ
を解除してく
ださい。
（※2）

【駐車ブレーキ警告】
駐車ブレーキがかかっています。
→ブレーキレバーを握って駐車
ブレーキを解除すると、走行が
可能となります。

点滅

ア ク セ ル レ
バーから手を
離してくださ
い。
（※1）

【クラッチハンドル位置警告】
クラッチハンドルが「手押し」
位置です。
→クラッチハンドルから手をは
なして「走行」位置にすると、
走行が可能となります。
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充電時

充電時に異常があると、警告ブザーや音声案内とともに、バッテリー残量表示
灯が点滅したり、または充電中表示灯・充電完了表示灯が同時点滅したりしま
す。

93G80021

※2 音声案内スイッチが「入」または「切」に関わらず、音声案内があります。

バッテリー
残量表示灯

充電中表示灯・
充電完了表示灯 警告ブザー音 音声案内 警告の意味、処置方法

点滅 消灯

電源スイッチ
を切ってくだ
さい。
（※2）

電源スイッチが「入」また
は「 」になったまま、充
電コードを接続しました。
→「切」にしてください。

消灯 同時
点滅

充電中です。電
源スイッチを
切ってくださ
い。
（※2）

充電中に電源スイッチを
「入」または「 」にしま
した。
→「切」にしてください。

消灯 同時
点滅

電源スイッチ
を切ってくだ
さい。電源プラ
グをコンセン
トから抜いて
ください。
（※2）

充電完了時、充電コードを
挿したまま、電源スイッチ
を「入」または「 」にし
ました。
→「切」にしてから電源プ
ラグを抜いてください。
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※1 音声案内スイッチが「入」のときに音声案内があります。
※2 音声案内スイッチが「入」または「切」に関わらず、音声案内があります。
※3 充電開始後約60秒間、警告ブザーや音声案内などがあります。そのあと

は、充電中表示灯・充電完了表示灯の同時点滅のみとなります。

バッテリー
残量表示灯

充電中表示灯・
充電完了表示灯 警告ブザー音 音声案内 警告の意味、処置方法

消灯 同時
点滅

（※3）

異常が発生し
ました。点検を
受けてくださ
い。
（※2）（※3）

充電器または操作ボックス
が故障しています。
→購入店またはスズキ代
理店に連絡してくださ
い。

消灯 同時
点滅

（※3）

異常が発生し
ました。点検を
受けてくださ
い。
（※1）（※3）

充電ヒューズ（10 A）が
切れているか、バッテリー
コネクターまたは充電器の
コネクターが外れていま
す。
→購入店またはスズキ代
理店に連絡してくださ
い。

消灯 消灯 無音 無音

充電コードが断線している
かコードリールヒューズ
（5 A）が切れています。
→購入店またはスズキ代
理店に連絡してくださ
い。
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よく水気を絞ったやわらかい布で、
車体の汚れをふき取ってください。
汚れがひどい場合は中性洗剤を布に
しみ込ませてふき取り、そのあと水
気を絞ったやわらかい布でふいてく
ださい。

バックサポート背面の、クラッチハ
ンドルの下にあるカバーを開けた場
所にあります。

93G20230

持ち上げハンドルには、ワックス
を使用しないでください。運搬す
るときなどに手がすべり、けがの
おそれがあります。

•手入れをするときは、電源スイッ
チを「切」位置にし、充電器の充
電コードを収納してください。

•水洗いをしないでください。電気
系統の故障の原因となります。

93G90014

•上図は代表例です。セニアカーの
タイプにより異なります。

日常の手入れ •ガソリン・シンナー・ベンジンな
どを使用しないでください。ま
た、乾いたウエスなどで力を込め
て擦らないでください。変形・損
傷・表面の光沢低下のおそれがあ
ります。

•コンパウンド入りワックスを使
用しないでください。光沢が不均
一になり、ムラになるおそれがあ
ります。

取扱説明書・メンテナンス
ノート入れ
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駐車ブレーキがかかっている
か、電源スイッチが「切」になっ
ているかを確認します。
→　36ページ（駐車ブレーキ）
→　26ページ（電源スイッチ）

シートが正しく装着されてがた
つきがないか確認します。

シートに深く腰かけます。

バックミラー全体を動かし、後
方の状況が見えるように調節し
ます。
→　30ページ（バックミラー）

キーを差し込み電源スイッチを
「入」にします。
• 必要な場合は「 」にして、
ヘッドライトおよびポジショ
ンランプを点灯してください。

93G30010

バッテリー残量表示灯でバッテ
リー残量を確認します。不足し
ている場合は、バッテリーを充
電してください。
→　33ページ
　 （バッテリー残量表示灯）
→　50ページ（充電のしかた）

最高速度を設定します。
→　27ページ

（最高速度設定ノブ）
→　48ページ

（走行速度について）

前後進切替えスイッチの位置を
確認します。
→　27ページ

（前後進切替えスイッチ）

93G80015

セニアカーへの乗り降りは、平ら
な場所で駐車ブレーキをかけ、電
源スイッチを「切」とした状態で
行なってください。セニアカーが
動いてバランスを崩し、転倒・転
落事故の原因となります。

運転のしかた

走行の前に

1

2

3

4

5

アクセルレバーを押しながら電源
スイッチを「入」にすると、警告
ブザーや音声案内とともに、バッ
テリー残量表示灯などが点灯し発
進できません。
→　28ページ（アクセルレバー）

6

7

8
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発進、走行

前後左右の安全を確認します。

駐車ブレーキを解除します。

両手でハンドルを握ります。

左右どちらかの手で、ハンドル
を握ったままアクセルレバーを
ゆっくり押し下げます。
• アクセルレバーの押し加減で、
スピードを調節します。

93G90015

•上図は代表例です。セニアカーの
タイプにより異なります。

走行のしかた

1

2

3

4

駐車ブレーキ アクセルレバー

•両手で同時にアクセルレバーを
操作しないでください。正確なハ
ンドル操作ができなくなったり、
走行に影響をおよぼしたりする
おそれがあります。

•走行中に電源スイッチを「切」に
しないでください。急停止して転
倒のおそれがあります。

•走行中に警告ブザーや音声案内
などがあったときは、37 ページ
～44ページの項目の指示に従っ
て適切な処置をしてください。

•下り坂では、最高速度設定ノブを
「1～2の位置（約1～2km/h）」
にして前進で慎重に降りてくだ
さい。

•屋内などの狭い場所では、低速で
走行してください。

•走行中は、最高速度設定ノブを操
作しないでください。

•近くに人がいる場合、交通量が多
い場合は十分注意してください。

•後進する場合、後方の人や障害物
に注意してください。バックミ
ラーだけにたよらず、直接目で見
て確認してください。

•操作ボックスの近くに磁石や磁
気ブレスレットなど、磁気を有す
るものを置いたり、 近づけたりし
ないでください。 走行に影響をお
よぼすおそれがあります。
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■走行速度について

■コーナリング自動減速機能
カーブ走行時、最高速度設定ノブの
位置とハンドルの切れ角に応じ、自
動的に減速します。

走行中、無線機などの強い電磁波
の影響を受けると、警告ブザーや
音声案内とともに、バッテリー残
量表示灯などが点滅し停止するこ
とがあります。この場合は、電源
ス イ ッ チ を「切」に し て 再 度
「入」にすると、走行が可能とな
り ま す。ま た、電 源 ス イ ッ チ
「入」の状態で停車中でも、電磁
波の影響を受けると警告ブザーや
音声案内とともに、バッテリー残
量表示灯などが点滅し走行できな
くなることがあります。この場合
も、電源スイッチを「切」にして
再度「入」にすると、走行が可能
となります。それでも走行できな
い場合は、電磁波以外の原因が考
えられます。購入店またはスズキ
代理店にご相談ください。
→　41ページ（電磁波障害警告）

速度
（km/h） 走行の目安

1～2

ゆっくり歩く程度の速度
•上り坂、下り坂での走
行

•混雑している場所での
走行

•室内や狭い場所での走
行

2～4 普通に歩く程度の速度
•屋外平坦路での走行

4～6
早足で歩く程度の速度
•安全な広い場所での走
行

後進時の最高速度は、最高速度設
定ノブの位置（1～6）に応じて約
1～2 km/hに設定されています。
（ノブの位置が1の場合は約1 km/
h、ノブの位置が 6 の場合は約 2
km/hに設定されています。）

カーブ走行時、自動的に減速しま
すが、スピードの出し過ぎに十分
注意してください。
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停止、駐車

アクセルレバーを完全にもどし
ます。
• 自動的に停止して電磁ブレー
キがかかります。
→　35ページ（電磁ブレーキ）

93G90011

•上図は代表例です。セニアカーの
タイプにより異なります。

駐車するときは、安全で周囲の
通行にじゃまにならない場所に
移動し、駐車ブレーキをかけま
す。
→　36ページ（駐車ブレーキ）

93G90013

•上図は代表例です。セニアカーの
タイプにより異なります。

電源スイッチを「切」にし、キー
を抜きます。
→　26ページ（電源スイッチ）

93G30060

•止まっているときはアクセルレ
バーに触れないでください。意図
せず動き出すおそれがあります。

•制動距離は､走行条件によって変
わります。余裕をもって停止して
ください。

•モーター駆動による走行中は、手
動ブレーキを緊急時以外に使用
しないでください。
→　35ページ（手動ブレーキ）

1

アクセルレバー

事故や盗難を防ぐために、キーの
保管は厳重にしてください。

2

ブレーキ
ストッパー

ブレーキ
レバー

3
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•感電のおそれがあります。
・充電器の分解・改造はしないで
ください。
・幼児やペットが出入りする所で
は充電しないでください。
・濡れた電源プラグや濡れた手で
充電しないでください。
・雨・露を受けない、湿気の少な
い場所で充電してください。

•バッテリーは可燃性ガスを発生す
ることがあり、引火爆発のおそれ
があります。
・充電中、バッテリーに火気を近
づけないでください。
・直射日光を避け、風通しのよい
場所で充電してください。
・雨よけシートなどをかけたまま
充電しないでください。

•植え込み型心臓ペースメーカーな
どをご使用の方は、次のページを
お読みください。
→　16 ページ（植え込み型心臓
ペースメーカーなどをご使用
の方へ）

充電のしかた

充電のしかた
異常充電による事故を防ぐため、
次のことをお守りください。
•セニアカーに搭載されている専
用の充電器以外では、充電しない
でください。充電できなかった
り、バッテリーを傷めたりするお
それがあります。

•バッテリーの周囲温度が0 ℃以下
の低温、または30 ℃以上の高温
では充電しないでください。バッ
テリーの破損や変形、早期劣化の
原因となります。

•充電コードに少しでも傷がある
場合は、充電しないでください。
充電コードを交換してください。

•ラジオやテレビなどの近くで充
電すると、雑音の原因となるこ
とがあります。

•気温が10 ℃以下の屋外で充電す
るときは、走行後すぐのバッテ
リーが暖かいうちに充電するよ
う心がけてください。
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充電方法

駐車ブレーキをかけ、電源ス
イッチを「切」にします。
→　36ページ（駐車ブレーキ）

93G30060

充電コードを引き出します。
• ET4Dは、リッドを開けます。
• ET4Eは、シートの下にコード
リールがあります。

電源プラグを家庭用のAC100V
コンセントに差し込みます。

93G90048

93G90016

充電が開始されます。充電中は
充電中表示灯が点灯します。

93G90041

1

2

3

ET4D

充電コードは、赤マーク以上を引
き出さないでください。コードが
断線したり、最後まで収納できな
くなったりするおそれがあります。

ET4E

4



充電のしかた

52

充電の完了

充電中表示灯が消灯して、充電
完了表示灯が点灯したら充電完
了です。電源プラグを抜いてく
ださい。

93G80016

充電コードを収納します。
• ET4Dは、リッド部分のコード
を少し引くと自動的に巻き取
られます。収納したら、リッ
ドを閉めます。

93G90048

•充電中表示灯が点灯しない場合
は、一旦電源プラグをコンセント
から抜き、10 秒以上待ってから
再び電源プラグをコンセントに差
し込んでください。それでも点灯
しない場合は、購入店またはスズ
キ代理店にご相談ください。

•充電時間は、バッテリーの状態や
気温などによって異なります。
ET4D：最長12時間程度
ET4E：最長15時間程度

•新しいバッテリーの場合、機能の
活性化のために、充電時間が長め
となります。

•充電が完了すると、充電機能は自
動的に停止しますので、夜お休み
の間に充電しても問題ありませ
ん。

1

電源プラグを抜くときは、充電
コードを持って引っ張らないでく
ださい。コードが断線するおそれ
があります。電源プラグ本体を
持って抜いてください。

2

ET4D
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• ET4Eは、コードリール部分の
コードを少し引くと自動的に
巻き取られます。

93G90016

充電完了後は、充電コードが完全
に収納されているか確認してくだ
さい。また、移動や走行前に、再
度確認してください。

ET4E

•充電時間を過ぎても、充電完了表
示灯が点灯しない場合は、購入店
またはスズキ代理店にご相談くだ
さい。
ET4D：最長12時間程度
ET4E：最長15時間程度

•充電途中で電源プラグを抜くなど
して、バッテリーが満充電でない
状態での使用を繰り返すと、バッ
テリーの性能劣化が早くなり、
バッテリー寿命が通常より短くな
るおそれがあります。充電の中断
はしないで、満充電まで行なって
ください。

•緊急で使用するために充電を一時
中断した場合は、使用後すみやか
に再充電を行ない、満充電にして
から使用を継続してください。

•バッテリーは電源スイッチが
「切」の状態でも、徐々に自己放
電しています。長期間使用しない
ときは、満充電にしてバッテリー
コネクターを外してください。さ
らに約1か月ごとに満充電にし、
バッテリーコネクターを外して保
管してください。
→　72ページ（長期間の保管）
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（1）はじめに
全体を見回して汚れや損傷を確認し
てください。汚れは水気を絞った柔
らかい布できれいに拭き取りましょ
う。

（2）ハンドルの左右操作確認
•ハンドルを左右に止まるまでいっ
ぱいに切ったときに、スムーズに
動きますか？

•ハンドルのゆるみやガタツキはあ
りませんか？

93G90017

93G50030

•日常点検は使用状態から判断した適切な時期に実施してください。
•日常の使用や点検で異常が感じられたときはご使用を中止し、速やかに購
入店またはスズキ代理店で点検を受けてください。

•日常点検は、走行確認ができる安全で広くて平らな場所で行なってくださ
い。

点検・整備

日常点検
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（3）クラッチハンドルの操作確認
•クラッチハンドルを握ったとき、電
磁ブレーキが解除されて手押しで
動く状態となりますか？

•手押し操作中に、ホイールががた
ついたり、異常な音がしたりしま
せんか？

（4）アクセルレバーと握り込み緊
急停止機能の操作確認（走行
時）

•アクセルレバーを押し下げると走
行し、手を放すとレバーが元の位
置にもどって車両がすぐに停止し
ますか？

•走行中にアクセルレバーを強く握
ると車両が緊急停止しますか？
※安全のため、低速での前進走行中に
確認してください。また、急ブレー
キがかかりますので注意してくださ
い。

（5）前後進切替えスイッチの操作
確認（走行時）

•スイッチを前・後に切り替え、アク
セル操作をしてください。

•スイッチを切替えた方向（前また
は後ろ）に進みますか？

•後進時に警告ブザーや音声案内は
ありますか？

93G50080

93G50020

93G80005

クラッチハンドル

アクセルレバー

アクセルレバー

停止

走行

緊急停止
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（6）最高速度設定ノブの操作確認
（走行時）

•ノブの設定速度に応じて最高速度
は変わりますか？

•走行して、最高速度が変化するこ
とを確認してください。

（7）手動ブレーキの操作確認
（手押し時と走行時）

手押し時・走行時にブレーキレバー
を操作して車両が停止しますか？
（走行時は、右手でアクセルレバー
を押しながら、左手でブレーキレ
バーを操作して確認してください）

（8）電磁ブレーキの作動確認
停止状態で車両を後方から体重をか
けて押してください。電磁ブレーキ
が効いていれば動きません。
※作動を確認する際は、クラッチハン
ドルを握らずに（クラッチを切らず
に）押してください。

93G90044

93G50060

93G90042

最高速度設定ノブ

ブレーキレバー
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（9）バッテリー残量表示の確認
•バッテリー残量表示灯（赤）は点灯
しますか？

•バッテリーの残量は十分ですか？
※点灯する表示灯が３つ、または２つ
になったら早めの充電をおすすめし
ます。充電直後は、２～３分走行し
てからバッテリー残量を確認してく
ださい。　

（10）充電状態の確認
充電時に充電中表示灯（赤）が点灯
しますか？

（11）ホーン、ランプ類、反射板の
確認

•警報音（ホーン）は鳴りますか？
•左右のウインカーランプは点滅し
ますか？

•ヘッドライトは点灯しますか？
•前方点滅LEDランプ、後方点滅LED
ランプは点滅しますか？（設定機種
のみ）

93G80018

93G80019

93G90007

バッテリー残量表示灯（赤）

充電中表示灯（赤）

ヘッドライト

ウインカーランプ

警報音スイッチ

ウインカースイッチ

前方点滅LEDランプ

後方点滅LEDランプ
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（12）バックミラーの調整
バックミラーで車両後方の確認がで
きますか？

（13）タイヤ、ホイールの確認
•タイヤ、ホイールの損傷はありま
せんか？

•タイヤの溝の深さは適切（0.5 mm
以上）ですか？

•金属片、石またはその他の異物が
刺さっていませんか？

タイヤがすり減って溝がなくなって
いたり、走行に支障がある場合は交
換が必要です。

（14）タイヤの内側の異物確認
タイヤ（ホイール）の内側回転部分
に草や紐が巻き付いていませんか？

内側の回転部分に草や紐が巻き付い
ている場合は、取り除いてくださ
い。除去しきれない場合は、購入店
またはスズキ代理店にご相談くださ
い。
※作業の際は、手動ブレーキをかけて
固定してください。

93G90045

93G50100

93G50110
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（15）車体下部の確認
•車両下の地面にオイルが付着して
いませんか？

•車体下部が異常にサビていたり、損
傷したりしていませんか？

シート下の車体下部に、オイル漏れ
や異常なサビ、ボルトの欠損等の損
傷がないか確認してください。

（16）走行中に異常な音や動きが
あったら

•走行して異常な音はしませんか？
異常な音がする場合は、故障して
いる、またはその原因となるおそ
れがあります。

•アクセルレバーを操作したとき、飛
び出すように発進するなどの異常
な動きがある場合は、故障のおそ
れがあります。

93G50090

93G90043

日常の使用や点検で異常がみられる場合には、購入店またはスズキ代理店で
点検・整備を受けてからご使用ください。
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安全にご使用いただくため、次の時
期に購入店またはスズキ代理店で必
ず点検を受けてください。
•新車初期
•１年ごと、またはお知らせアラー
ム作動時のいずれか早い時期

定期点検お知らせアラーム

購入日または前回定期点検を受けた
ときから、走行時間の累計が約 330
時間（※）に達すると、次のように
アラームが作動し、定期点検の実施
時期であることをお知らせします。
購入店またはスズキ代理店で定期点
検（有料）を受けてください。

•電源スイッチを「切」から「入」に
するたびに、警告ブザーや音声案
内とともに、ディスプレイの定期
点検表示灯やバッテリー残量表示
灯、左右ウインカーランプとウイ
ンカー表示灯が点滅します。
→　26ページ（電源スイッチ）

※毎日約1時間走行する場合であれ
ば、約1年間に相当します。

93G50011

•点検の記録は、別冊の「メンテナ
ンスノート」を用います。

•新車初期無料点検の有効期間は、
購入日から3か月以内です。

•1 年ごと、またはお知らせアラー
ム作動時のいずれか早い時期に実
施いただく定期点検は有料となり
ます。

•セニアカーを使用しない場合で
も、定期点検は受けてください。

定期点検

•定期点検お知らせアラームが作
動しなくても、1年ごとに定期点
検を受けてください。また、1年
経過していなくても定期点検お
知らせアラームが作動したとき
は、その時点で定期点検を受け
てください。

•定期点検お知らせアラームは、
定期点検実施時にリセットされ
ますので、さらに走行時間の累
計が約330時間に達すると作動し
ます。
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■アラームのリセットのしかた
リセットは、定期点検の実施時に次
の操作により行ないます。

操作ボックスにあるウインカー
スイッチを左右同時に押したま
ま電源スイッチを「切」から「入」
にし、約5秒間保持します。
→　28ページ

（ウインカースイッチ）

• リセットが正常に行なわれる
と、完了したことを示すブザー
が “ピー ”と1秒間鳴ります。

電源スイッチを「切」にして再
度「入」にし、定期点検お知ら
せアラームが作動しなくなった
ことを確認します。

•リセット操作中は、ブザーが断続
的に鳴るとともにバッテリー残
量表示灯の4灯すべてと左右のウ
インカー表示灯が点灯します。

•リセット操作を繰り返し行なっ
ても定期点検お知らせアラーム
が作動する場合は、システムの異
常が考えられます。購入店または
スズキ代理店にご相談ください。

•お客様ご自身で定期点検お知ら
せアラームをリセットした場合
でも、購入店またはスズキ代理店
で定期点検を受けてください。

1

2
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点検整備方式

＊定期交換部品

点検整備項目 点検整備時期

点検箇所 点検項目 新車初期
（無料）

1年ごと
（有料）

制御装置 操作ボックス
アクセルレバーの作動およびもどり具合 ○ ○
スイッチ類の操作具合 ○ ○

駆動装置

トラクション
モーター

回転および異音 ○ ○
電磁ブレーキの効き具合 ○ ○

クラッチ

クラッチの作動具合 ○ ○
クラッチスイッチのゆるみおよび作動 ○ ○
クラッチケーブルの摩耗および損傷 ○
クラッチケーブルの交換（2年ごと（＊）） ○

ギヤケース
ユニット

回転および異音 ○
ギヤオイルの漏れ ○ ○

ブレーキ

手動ブレーキレバーの遊び ○
手動ブレーキレバーとストッパーのすき間 ○
ブレーキスイッチの作動 ○ ○
手動ブレーキの効き具合 ○
ブレーキケーブルのゆるみおよび損傷 ○
ブレーキケーブルの交換（2年ごと（＊）） ○
ブレーキ摺動部の作動具合 ○

電気装置

バッテリー
ターミナル部のゆるみおよび腐食、バッテ
リーの外観 ○ ○

温度センサーの取付状態、損傷および作動 ○

充電器

充電ランプ（充電中表示灯、充電完了表示
灯）の点灯 ○ ○

充電コードの損傷 ○
ファンの作動および異音 ○

配線全般 コネクター接続部のゆるみおよび損傷 ○
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点検整備項目 点検整備時期

点検箇所 点検項目 新車初期
（無料）

1年ごと
（有料）

車体

ホイール

回転および異音・がた ○
ボルトおよびナットのゆるみ ○ ○
ホイールの損傷 ○ ○
ホイールベアリングの状態 ○ ○

タイヤ
タイヤの損傷 ○ ○
タイヤの溝深さおよび異常摩耗 ○

操舵ハンドル

ハンドルの操作具合、ゆるみおよびがた ○ ○
ステアリングセンサーの作動 ○
ステアリングシャフトの取付状態および損傷 ○
ステアリングシャフトの軸受部のがた ○
ナックルおよびタイロッドの取付状態およ
び損傷 ○

フロントホイールアライメントの点検 ○

サス
ペンション

サスペンションの取付状態および損傷 ○
サスペンションの作動具合 ○

シート シートフレームの取付状態 ○
持ち上げ
ハンドル 取付状態および損傷 ○

その他 直進の状態 ○
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定期点検の解説

点検項目 点検時期 判定基準

アクセルレバーの
作動およびもどり
具合

新車初期
・

1年ごと

•走行中アクセルレバーをゆっくりもどした
とき、引っかかりがなく停止位置にもど
り、車両が確実に停止すること

•アクセルレバーを握り込んだとき、車両が
停止して警告ブザーと音声案内が吹鳴する
こと（握り込み緊急停止機能）

スイッチ類の操作
具合

新車初期
・

1年ごと

•ヘッドライト、前方・後方点滅ランプ、ウ
インカー、ホーンの作動確認。

•前進、後進に切り替え走行ができ、後進で
は警告ブザーと音声案内が吹鳴すること。

•速度設定ノブの操作に応じて最高速度が変
化すること

•音声案内スイッチ、距離計リセットスイッ
チ（ET4Dのみ）が機能すること

回転および異音

新車初期
・

1年ごと

走行中、モーターの回転がスムーズで異音が
ないこと

電磁ブレーキの効
き具合

新車初期
・

1年ごと

•クラッチが「走行」状態のとき、手押しし
ても動かないこと

•前進の最高速度に達するまで走行し、アクセ
ルレバーから手を放したとき基準の範囲内
で車両が停止すること
　基準値：1.0 m（平坦舗装路にて速度約6
km/hからの停止距離）

クラッチの作動具合

新車初期
・

1年ごと

「走行」←→「手押し」の切替えができるこ
と

クラッチスイッチ
のゆるみおよび作
動 

新車初期
・

1年ごと

取付部にゆるみがなく、「手押し」状態でアク
セルレバーをONにしたとき、警告ブザーや音
声案内が吹鳴すること

クラッチケーブル
の摩耗および損傷

1年ごと •ケーブルに摩耗、損傷および曲がりがない
こと

•摺動部に損傷、汚れおよびサビがないこと

操作ボックス

トラクションモーター

クラッチ
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＊定期交換部品

点検項目 点検時期 判定基準

クラッチケーブル
の交換（2年ごと
（＊））

1年ごと 使用期間が2年経過した場合は交換すること

回転および異音

1年ごと 走行中、ギヤの回転がスムーズで異音がない
こと

ギヤオイルの漏れ 新車初期
・

1年ごと

ギヤケースからオイル漏れがないこと

手動ブレーキレ
バーの遊び

1年ごと クラッチを「手押し」状態にして、ブレーキ
レバーを引いて車両が停止する位置で、遊び
が基準の範囲内にあること
　基準値：6～8 mm

手動ブレーキレ
バーとストッパー
のすき間

1年ごと クラッチを「手押し」状態にして、ブレーキ
レバーを引いてブレーキストッパーを効かせ
た状態で、車輪がロックされ車両が停止する
こと

ブレーキスイッチ
の作動

新車初期
・

1年ごと

走行中、ブレーキレバーを引いたとき、警告
ブザーと音声案内が吹鳴すること

手動ブレーキの効
き具合

新車初期 クラッチを「手押し」状態にして手動ブレー
キをかけたとき、車輪がロックされること

ブレーキケーブルの
ゆるみおよび損傷

1年ごと ブレーキケーブルにゆるみおよび損傷がない
こと

ブレーキケーブル
の交換（2年ごと
（＊））

1年ごと 使用期間が2年経過した場合は交換すること

ブレーキ摺動部の
作動具合

1年ごと クラッチを「手押し」状態にしてブレーキの
引きずりがないこと

クラッチ

ギヤケース
ユニット

ブレーキ
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点検項目 点検時期 判定基準

ターミナル部のゆ
るみおよび腐食、
バッテリーの外観

新車初期
・

1年ごと

•ターミナル部にゆるみがなく、腐食（白い
粉の付着）がないこと
　締付トルク：3.4 N・m
•外観を点検し、異常のないこと

温度センサーの取
付状態、損傷およ
び作動

1年ごと 取付状態が確実で、温度センサーが正常に機
能すること

充電ランプ（充電
中表示灯、充電完
了表示灯）

新車初期
・

1年ごと

充電ランプ（充電中表示灯）の点灯および満
充電後に充電ランプ（充電完了表示灯）が点
灯すること

充電コードの損傷 1年ごと 充電コードが確実に巻き取られ、コードに亀
裂や損傷がないこと

ファンの作動およ
び異音

1年ごと 充電中、異音がないこと

コネクター接続部の
ゆるみおよび損傷

1年ごと 各部の配線コネクター接続部にゆるみがな
く、配線に損傷がないこと

回転および異音・
がた

1年ごと ホイールの回転がスムーズで異音、がたおよ
び振れなどがないこと

ボルトおよびナッ
トのゆるみ

新車初期
・

1年ごと

センターナットにゆるみがなく、規定のトル
クで締まっていること
　締付トルク：22～35 N･m（前輪）
　　　　　　　32～42 N･m（後輪）

ホイールの損傷 新車初期
・

1年ごと

ホイールに傷がないこと

ホイールベアリン
グの状態

新車初期
・

1年ごと

•ホイールの内側に草、紐等の巻付きがない
こと

•巻付きが有る場合は、ホイールベアリング
のシール面にキズがないこと

•後輪を外してホイールベアリングに損傷が
ないかを確認すること。（1年点検のみ）

バッテリー

充電器

配線全般

ホイール
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点検項目 点検時期 判定基準

タイヤの損傷

新車初期
・

1年ごと

タイヤに損傷がないこと

タイヤの溝深さお
よび異常摩耗

1年ごと タイヤの溝深さが0.5 mm以上あり、異常な
摩耗がないこと

ハンドルの操作具
合、ゆるみおよび
がた

新車初期
・

1年ごと

ハンドルを左右ストッパに当たるまで回し、
スムーズに旋回すること、ハンドルに緩みお
よびガタが無いこと

ステアリングセン
サーの作動

1年ごと ハンドルを左右にきったとき、速度が約 6
km/hから約4.5 km/hに減速すること

ステアリングシャ
フトの取付状態お
よび損傷

1年ごと 取付部にゆるみがなく、ステアリングシャフ
トに損傷がないこと

ステアリングシャ
フトの軸受部のが
た

1年ごと ハンドルバーシャフトの軸受部に回転方向の
がたがないこと

ナックルおよびタ
イロッドの取付状
態および損傷

1年ごと 取付部にゆるみがなく、損傷および曲がりが
ないこと

フロントホイール
アライメントの点
検

1年ごと トーインを測定し、基準の範囲内にあること
　基準値：IN 4.0～OUT 2.0 mm

サスペンションの
取付状態および損
傷

1年ごと 取付部にゆるみやがたがなく、サスペンショ
ンに損傷がないこと

サスペンションの
作動具合

1年ごと 作動がスムーズでオイル漏れがないこと

タイヤ

操舵ハンドル

サスペンション
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点検項目 点検時期 判定基準

シートフレームの
取付状態

1年ごと シートフレームの取付状態および取付ボルト
にゆるみがないこと

取付状態および損
傷

1年ごと 取付部にゆるみがなく、損傷および曲がりが
ないこと

直進の状態

1年ごと 直進走行中、ハンドルの振れ、取られがな
く、右または左に流れることがないこと

シート

持ち上げハンドル

その他
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シールドバッテリーを使用していま
すので、バッテリー液量の点検およ
び補水の必要はありません。
•バッテリーの清掃、点検や交換は
購入店またはスズキ代理店にご相
談ください。

ヒューズの点検、交換は購入店また
はスズキ代理店にご相談ください。

•長期間使用しなかった場合は、使
用する前に点検（有料）を受けて
ください。

•１年以上使用しなかったときは、
バッテリーがいちじるしく劣化
して、破損や変形している場合が
あります。使用する前にバッテ
リーを交換してください。

長期保管後の使用前点検

バッテリーを分解しないでくださ
い。

バッテリー

ヒューズ
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タイヤの状態は、走行性能やバッテ
リーの消費量に大きな影響を与えま
す。

タイヤの溝深さ

溝の深さをデプスゲージなどで点検
し、使用限度値以下の場合は、タイヤを
交換してください。

93G048

効きが悪くなったら、購入店または
スズキ代理店にご相談ください。

使用限度値 0.5 mm（溝深さ）

使用限度値以下でのご使用は、ス
リップしたり、停止までの距離が
長くなったりする原因となりま
す。すみやかに交換してください。

タイヤの溝深さの測定や交換につ
いては、購入店またはスズキ代理
店にご相談ください。

タイヤ ブレーキ、クラッチ
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通常の保管

セニアカーは次の状態にして保管し
てください。

電源スイッチを「切」にしてく
ださい。

93G30060

駐車ブレーキをかけてくださ
い。

93G90013

•上図は代表例です。セニアカーの
タイプにより異なります。

充電コードを収納してくださ
い。

93G90048

93G90016

保管・運搬

保管

1

2

ブレーキ
ストッパー

ブレーキ
レバー

3

ET4D

ET4E
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長期間の保管

長期間保管する場合は、通常保管の
ほかに、次のようにバッテリーコネ
クターを外してください。

左右のアームサポートを持ち上
げます。

シートクッションを持ち上げて
外します。

93G80032

93G80033

バッテリーカバーのクリップ 2
個を外し、バッテリーカバーを
矢印の方向へ外します。

93G90046

93G80034

93G60030

1

2

ET4D

ET4E

3

ET4D

ET4E
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バッテリーに接続されているコ
ネクターのいずれかを、つめを
押しながら外してください。

93G80031

93G60050

4

ET4D

ET4E

•雨・雪・露・直射日光などを受け
ない場所に保管してください。

•セニアカーを守るため、カバー
（別売り）のご使用をおすすめし
ます。

•長期間使用しないときは、バッテ
リー保護のため、満充電にしてか
らバッテリーコネクターを外して
ください。さらに約1か月ごとに
満充電にし、バッテリーコネク
ターを外して保管してください。

•詳しくは購入店またはスズキ代理
店にご相談ください。
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車両への積み込み

図のように、運搬する車両の両側にみち板を掛け、その上にベニヤ板などを置
いて手押しで車両へ積み込みます。積み込む際は、クラッチハンドルを握って
「手押し」位置にします。
→　24ページ（クラッチ操作）

93G81004

•上図のセニアカーは代表例です。セニアカーのタイプにより異なります。

セニアカーに人を乗せたまま、車両に積み込んだり、持ち上げによる運搬を
したりしないでください。セニアカーが傾いて乗員が転落するおそれがあり
ます。

運搬
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•積み込み後は、必ず駐車ブレーキをかけてください。
→　36ページ（駐車ブレーキ）

•セニアカーはロープなどで確実に固定してください。固定しないと、急ブ
レーキ時などにセニアカーが動き、思わぬ事故の原因となります。

•積み込みの際は、必ず２人以上で作業してください。
•みち板やベニヤ板などの耐荷重に気をつけてください。
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持ち上げによる運搬

図のように、前後の持ち上げハンドルを持って、持ち上げます。

93G90040

•クラッチを「走行」位置にしたまま運んでください。
→　24ページ（クラッチ操作）

•持ち上げる際は、必ず３人以上で作業してください。
•けが防止のため、運搬する際は軍手などを使用してください。



サービスデータ

77

※1 試験方法は、JIS T 9208：2016 11.1.1で定められています。
※2 試験方法は、JIS T 9208：2016 11.1.7で定められています。
※3 試験方法は、JIS T 9208：2016 11.1.8で定められています。
※4 試験方法は、JIS T 9208：2016 11.1.13で定められています。
常温（20 ℃）、使用者最大体重、満充電のバッテリーで平坦路を前進の最
高速度で連続走行し､バッテリー 100％放電までの距離を示します。

項　　目 諸　　元
機　　　　　種 ET4D ET4E
製造業者の型式 ET4D9 ET4E9
製品の呼び方 回転性能1.2M形（タイプⅠ）

寸法（全長×
全幅×全高）

最大寸法 1,195×650×1,145 mm
JIS試験方法 1,195×650×1,110 mm

重　量
バッテリー含む 100 kg 83 kg
バッテリー除く 68 kg 65 kg

駆動モーター DC24V 360W×１個（30分定格出力）

バッテリー（5時間率） SC38-12
（12V･35 Ah）×2個

SC24-12
（12V･22 Ah）×2個

充　　電　　器 DC26V 6 Aマイコン制御自動充電器（搭載式）
タ イ ヤ（前・後輪） 3.00 － 4 － 4PR パンクレスタイヤ
駆　動　方　式 後２輪直接駆動方式（デファレンシャル付き）

制　動　方　式 後輪：モーター発電制動＆電磁ブレーキ
および停止スイッチ付手動内拡式ブレーキ

操　舵　方　式 ループハンドルによる前輪操舵
制　御　方　式 アクセルレバーによるマイコン無段階電子制御方式

シート構造および寸法
（幅×奥行×バックサポート高）

前後位置調整式、アームサポート跳ね上げ式
420×400×450 mm

最高速度
※1

前　　進 1～6 km/h
後　　進 1～2 km/h

実用登降坂角度 10 °
連続走行距離 ※4 31 km 19 km

最小回転半径（最外側） 1,450 mm
段差乗越高さ ※2 75 mm
溝 踏 破 幅 ※3 100 mm
使用者最大体重 100 kg（積載物を含む）

サービスデータ

諸元表
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JIS T 9208：2016 11.1.6で定められた条件のもとでの数値です。

JIS T9208：2016 11.1.14.1 で定められた条件のもとでの数値または結果で
す。

項目
車輪ロックなしの場合 車輪ロックありの場合

標準状態 最も不安定な状態 最も不安定な状態
後方安定性    20 °    20 °    20 °
前方安定性    20 °    20 ° ―
側方安定性    15 °    15 °    15 °

評価項目
座位の状態

最も不安定な位置
斜面上での側方に対する動的安定性
（最大傾斜角度） 10 °

円旋回での側方に対する動的安定性
（最小直径） 2.5 m

急激な円旋回での側方に対する動的安定性
（適合性） 適合

前向き段差乗り上げ時における後方の動的安定性
（最大段差高） 50 mm

前向き段差乗り上げ時における前方の動的安定性
（最大段差高） 50 mm

斜め段差降り時における側方の動的安定性
（最大段差高） 50 mm

試験条件：転倒防止装置なし、縁石乗り上げ装置なし、搭乗者体重 100 kg

静的安定性試験結果

動的安定性試験結果
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ET4D

単位：mm

93G90056

  

外観図
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ET4E

単位：mm

93G90057
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アフターサービスなどを的確に行なうため、車台番号を記録しておいてくださ
い。車台番号は車両右後方、フレームに貼り付けられています。

93G90018

機　　種 ＥＴ４Ｄ、ＥＴ４Ｅ

車台番号

車台番号
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セニアカー取扱中に次のような症状がありましたら、次の点をご確認くださ
い。解決しない場合は、購入店またはスズキ代理店にご相談ください。

走行前

症　　状 チェックポイント、処置方法
電源スイッチ「入」時に、
警告ブザーや音声案内
とともに、定期点検表示
灯やバッテリー残量表
示灯などが点滅する

定期点検の実施時期のお知らせです。
↓

購入店またはスズキ代理店で定期点検を受けてくだ
さい。
→　60ページ（定期点検お知らせアラーム）

電源スイッチ「入」時に、
警告ブザーとともに全
表示灯が点灯する

バッテリー電圧が低くなっています。
↓

バッテリーを充電してください。
→　50ページ（充電のしかた）

発進しない

電源スイッチが「切」になっていませんか？
↓

電源スイッチを「入」にしてください。
→　26ページ（電源スイッチ）
バッテリーの残量はありますか？（警告ブザーや音
声案内とともに、バッテリー残量表示灯（1 灯）な
どが点滅していませんか？）

↓
バッテリーを充電してください。
→　50ページ（充電のしかた）
電源プラグは抜きましたか？（警告ブザーや音声案
内とともに、バッテリー残量表示灯が点滅したり、
または充電中表示灯・充電完了表示灯が点滅したり
していませんか？）

↓
電源プラグを抜き､充電コードを収納してください。
→　50ページ（充電のしかた）

困ったときは

こんなときは
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発進しない

駐車ブレーキがかかっていませんか？（警告ブザー
や音声案内とともに、バッテリー残量表示灯などが
点滅していませんか？）

↓
駐車ブレーキを解除してください。
→　36ページ（駐車ブレーキ）
アクセルレバーを押し下げながら電源スイッチを
「入」にしていませんか？（警告ブザーや音声案内と
ともに、バッテリー残量表示灯などが点灯していま
せんか？）

↓
一度アクセルレバーを完全にもどしてください。
→　46ページ（走行の前に）
アクセルレバーを強く握り込んでいませんか？（警
告ブザーや音声案内とともに、バッテリー残量表示
灯などが点滅していませんか？）

↓
一度アクセルレバーを完全にもどし、ゆっくりと押
し下げてください。
→　28ページ（アクセルレバー）

症　　状 チェックポイント、処置方法
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走行中

症　　状 チェックポイント、処置方法

警告ブザーや音声案内
とともに、バッテリー残
量表示灯（1灯）などが
点滅している

バッテリーの残量が少なくなっています。
↓

ただちにバッテリーを充電してください。充電して
も正常にならないときは、故障が考えられます。購
入店またはスズキ代理店にご相談ください。
→　50ページ（充電のしかた）
セニアカーが故障しています。

↓
修理が必要です。購入店またはスズキ代理店にご相
談ください。

警告ブザーや音声案内
とともに、バッテリー
残量表示灯などが点滅
している

モーターへの負荷が大きいことを示しています。車
輪が溝にはまっていたり、障害物に突き当たったり
していませんか？

↓
周囲の人の助けを借りてください。
→　11ページ（次の運転は避けて）
急な坂道や傾斜地または、上り坂を長時間走行した
りしていませんか？

↓
ただちに走行を中断し、慎重に方向転換して引き返
してください。
→　14ページ（急な坂道、大きな段差や溝は避けて）

警告ブザーや音声案内
とともに、バッテリー残
量表示灯などが点滅し
て停止した

電磁波の影響、またはバッテリー残量の低下が考え
られます。

↓
電源スイッチを「切」にして、再度「入」にしてく
ださい。それでも走行できないときは、故障が考え
られます。購入店またはスズキ代理店にご相談くだ
さい。
→　47ページ（発進、走行）
アクセルレバーを強く握り込んでいませんか？

↓
一度アクセルレバーを完全にもどしてください。
→　28ページ（アクセルレバー）
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充電中

※処置後も正常にならないときは、購入店またはスズキ代理店にご相談くださ
い。

症　　状 チェックポイント、処置方法
警告ブザーや音声案内
とともに、バッテリー
残量表示灯が点滅した
り、または充電中表示
灯・充電完了表示灯が
同時点滅したりする

電源スイッチが「入」または「 」になっていま
せんか？

↓
電源スイッチを「切」にしてください。
→　26ページ（電源スイッチ）

充電中表示灯・充電完
了表示灯が同時点滅し
ている

充電器または操作ボックスが故障しています。
↓

修理が必要です。購入店またはスズキ代理店にご相
談ください。
→　37ページ（警告ブザー・音声案内）

警告ブザーや音声案内
もなく、全表示灯も点灯
しない

故障しています。
↓

コードリールヒューズ（5 A）の交換、または充電
コードなどの修理が必要です。
→　69ページ（ヒューズ）
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処置方法などについては、37 ページの「警告ブザー・音声案内」の項目をご
覧ください。

※○印は音声案内スイッチが、「入」または「切」に関わらず、音声案内があ
ります。
無印は音声案内スイッチが「入」のときのみ、音声案内があります。

音声案内 内容 音声案内
スイッチ（※）

異常が発生しました。点検を
受けてください。

機器の故障 ○
バッテリー未接続

走行を停止しました。電源ス
イッチを入れなおしてくださ
い。

通信異常

アクセル操作をやりなおして
ください。

駐車ブレーキの誤操作 ○
•前後進切替えレバー中立位
置でのアクセル操作

•走行中での前後進切替えレ
バー操作

•アクセル操作しながら電源
ス イ ッ チ を「入」ま た は
「 」

バッテリーが少なくなりまし
た。充電してください。

バッテリー残量2灯（2灯点灯
初回時のみ）

バッテリーが少なくなりまし
た。充電してください。

バッテリー残量1灯（5分ごと
繰り返し）

バッテリーがなくなりまし
た。充電してください。

バッテリー残量低下
（走行停止）

バッテリーがなくなりまし
た。まもなく停止します。 バッテリー残量警告

音声案内一覧
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音声案内 内容 音声案内
スイッチ（※）

電源スイッチを切ってくださ
い。

•電源スイッチ「入」または
「 」のまま、充電コード
接続

•充電時または充電完了時、
充電コードを挿したまま、
電源スイッチを「入」また
は「 」にしたあと、コー
ドを抜く

○

充電中です。電源スイッチを
切ってください。

充電時、充電コードを挿した
まま、電源スイッチを「入」
または「 」

○

電源スイッチを切ってくださ
い。電源プラグをコンセント
から抜いてください。

充電完了時、充電コードを挿
したまま、電源スイッチを
「入」または「 」

○

電源プラグをコンセントから
抜いてください。

電源スイッチを「入」または
「 」にしたまま充電コー
ドを接続し、一定時間経過後
電源スイッチを「切」

○

車に負担がかかっています。
安全な場所でしばらく休ませ
てください。

•オーバーヒート（モーター
コントローラの過熱などに
よる走行停止）

•モーター過負荷（走行停
止）

車に負担がかかっています。無
理な走行はやめてください。

•モーターロック
•モーター過負荷警告

急な坂道です。 前後左右方向傾斜警告
車に負担がかかっています。 登坂警告
アクセルレバーから手を離し
てください。 クラッチ誤操作

駐車ブレーキを解除してくだ
さい。 駐車ブレーキの誤操作 ○

握り込み緊急停止をしまし
た。アクセル操作をやり直し
てください。

アクセルレバーの握り込み
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※○印は音声案内スイッチが、「入」または「切」に関わらず、音声案内があ
ります。
無印は音声案内スイッチが「入」のときのみ、音声案内があります。

音声案内を始めます。 音声案内開始のお知らせ ○
音声案内を終わります。 音声案内終了のお知らせ ○

電源スイッチが入りました。 電源スイッチを「入」または
「 」

電源スイッチが入っています。
電源スイッチ「入」または
「 」時、3分間放置（３分ご
と繰り返し）

○

バックします。 前後進切替えレバー後進側
右に曲がります。 右ウインカースイッチ「入」
左に曲がります。 左ウインカースイッチ「入」
充電を始めます。 充電開始
定期点検を受けてください。 定期点検時期のお知らせ

音声案内 内容 音声案内
スイッチ（※）
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セニアカーのことやアフターサービスなどについてのお問い合わせ、ご相談が
ございましたら、まずは、お買い求めいただきました購入店またはスズキ代理
店にお尋ねください。

お問い合わせ、ご相談は

購入店印

代理店印

①車名および車台番号
②ご購入年月日
③ご相談事項
④お客様のご住所、お名前、お電話番号

■お客様のご相談に対して的確な判断と迅速な処理をするため、
あらかじめ次の事項をご確認のうえ、ご連絡願います。
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